















Effect of mild t~eraρeutic hYDothermia on phenytoin 
pharmacokinetics 
(脳低温療法がフェニトイン代謝に及ぼす影響〉
































値、 16.6(min • mg/n&)に比べて有意に高かった (p<0.05)。脳低温療法中の除去速度定数は、 0.10Uhr)、
およびクリアランスは1.1 (L/hr)であった。復;昆後はそれぞれ、 0.20(/hr)および3.42CLlhr)で、
有患に(それぞれ、 p<0.01. p< 0.05)低かった。また、脳低温療法を開始してから4時間以降の血祭中
HPPH濃度は復温後の値に比べて、有意に (p<O.OS)低かった。脳低温療法中および復混後の循環動態、
肝機能に有意な差はなかった。
以上のことから、脳低温療法中はフェユトインの代謝酵素の活性が抑制されるため、体内よりの消失が
遅延し血qJ濃度が上昇すると考えられた。そのため脳低温療法中はフェニトインの血中濃度のモニタリン
グを行い、慎重に投与すべきであることが示された。よって、本研究者は博士(医学)の学位を綬与され
るに値するものと判定された。
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